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作：白い足

「洋子、俺たちもう終わりだな・・・・」
「えっ、・・・・・・ど、どうして・・・私たち、うまくいってたじゃん・・・・」

「ご・・ごめん・・ほんとごめん・・俺・・もう・・無理みたいなんだ・・・・」

つぶさにその言葉の意味、態度を察知し、体を震わせ泣きだしてしまった洋子・・・・

この前も些細な事で喧嘩になり、俺はつい手を上げてしまった。理由はともあれ、暴力を振るってしまった俺の方が明らかに悪い。高圧的な態度は許されない行為だ。
しかしその時、目の前で泣きじゃくる洋子を見ても
心が動かなかった。
正直何も感じなかった。
その時既に終わりを感じていた。
「俺・・・・帰るわ・・・」

「ま・・・待って・・・・」

「・・・ごめん・・・・・」

その一言を告げながら、無機質にと服を纏う。
もう振り返るつもりはない。
このままこの場を去るつもりだ。
すると・・・
「隆、帰さないわ」

その言葉の直後、突然真っ白い光が部屋全体を包み込んでくると眩しさが・・・それが更にその光度を増して・・それは更に更に増して行った。
それは振り返るどころか、目を開けているのが辛いくらいに眩しかった。それはこれまでに体験した事がないほどに。
するとどうしたことか、突然、目の前に映る映像が歪んでいるように感じたかと思うと、それが僅かにぼやけ始めてきだす。と同時に、そこにいるのに体全体が落下して行く感覚を伴い、足元がふらつき、その場に立っているのがやっとだった。
ううう・・・・・気分が悪い。
それと酷い頭痛が伴ってきた。吐き気をもよおしそうになり、頭を押さえ蹲った。
すると、
「隆・・・・・もう帰れないよ」

蹲る俺からすれば、洋子が何を言っているのか、何が言いたいのか正直わからなかった。
ただ気分が悪い。頭が痛い。それだけだった。

しかしその言葉から感じた事。それは、どこか威圧感があり、遙か上空から浴びせ掛けられたかのように、重たく、そして大きく思われる声だった・・・そのように感じた。
そして

・・・重い頭を抱えながら振り返る。
す、すると・・・するとそこには、信じられないほどに巨大な洋子の姿が聳えていたのだ。
目の前には、山ほどもある洋子が鎮座していた。
それが目算に換算すれば、わずか数キロメートル先に。
その大きさはと言うと、実の所、人知を遥かに超えた巨大さとしか表現ができない程に。
でもしかし、その事よりも、更に大変な事が目の前で展開してきた。
それは

彼女の巨大な指先が、もう既に、俺の目の前に迫ってきていたのだ。視覚的な判断で、指先だけでも俺の体よりも遙かにデカイ。それどころか２，３回建てのアパートよりも遙かにデカイだろう。その巨大な指が俺を摘むために接近して、来ている。あんなに巨大な指先に摘まれたら大変な事になってしまう。潰されてしまうかもしれない。怖い。しかし更に近づいてきた。も、もう視界一面、巨大な指に覆われ・・・・！！
摘まれた。
「隆、もう何処にも行かせないよ。あなたはもう、一生私と一緒。だから・・・私と同化するの・・・・・・」
にやりと笑みを浮かべながら、そう話す洋子。

しかし今の俺にとって、彼女の言っている言葉の意味など理解ができなかった。それどころか、冷静な判断ができる状態ではない。なにより、今のこの状況すら説明がつかない。突然巨大な洋子が目の前に現れたかと思うと、巨大な指先に摘まれ自由を奪われ、巨大な顔に目の前の視界を占領され、どれだけ力を振り絞り動こうとしても、どれだけ蹴りを入れようがびくともしない強大な力の前には成す術もない。
更に言えば、目の前には途轍もなく巨大な、しかし艶かしい唇が近づき、圧倒的な迫力が存在してきた。彼女は只単に言葉を喋っているだけであろう。しかし今の俺にとって、普段は美しく感じる唇でさえも巨獣のように感じてしまう程に、巨大で圧倒的な存在感だった。

でも・・・同化・・する・・、いったい何を言っているのか・・・・・
すると、

「一緒に・・・・なろう・・・・ね・・・」
にこりとほほ笑むも目の前を蠢く巨獣。それは通常の大きさであれば、吸い付きたいと思えるような美しい唇だった。が、しかし目の前にある存在は、あまりにも巨大すぎたのだ。
まるで俺の事なんて・・・・。
しかし、吹き付けてくる風は彼女の呼吸。

優しい香りとは裏腹に、そこから来る猛烈な突風。俺の体が身動きとれない事もさることながら、呼吸すらままならない状況を感じながら・・・
そこに・・・近づいて行く。
そこが大きく、更に大きく開いて行き、もう目の前には、ブラックホールとも思える程に広大な、そして巨大な暗黒が目の前に広がっていた。それは大きく、そして更に大きく広がり、更に段々と近づいてきた。いや、近づかされて行っているのが正しい。そして更に更に近づかされて行き、目の前には更に・・・そしてそれが・・・そして更に・・・・・・！！！！
「わーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー！！！！！！」

そこで目が覚め飛び起きた。
信じられない程に体全体が汗でグッショリだった。今も心臓がバクバクしている。しかも包み込まれて行く軟らかな感触が、体に残っているような気がしてならない。それに香りまでもが残っているような。体や服が濡れていた。それは本当に自分の汗だけのせいなのだろうか。平静を装う余裕がない程に、余りにリアルな夢だった・・・・。
しかしほんと夢で良かった。心から、本当に心からそう思った。安堵した。
で、でもまてよ。夢とは、自分の、今の心の素直な投影の筈・・・で、あろう。
それはこれまでの経験上わかっている事だ。
しかし、性欲。物欲。憧憬。嫌悪。それに喜びと、色んな感情を持ち合わせ、刻々と揺れ動く自分がいる事も事実だ。
だからこそ言える事だが、俺は洋子の事は好きだろう。当然嫌いではない。
だから今も尚付き合っている。でも・・・しかし・・・しかし本当の意味で好きなのだろうか・・・だからこれから先、付き合っていけるのか・・・・う～ん・・やはり・・もう無理なのだろうか・・だから・・・今のような夢を見てしまったのか・・・。しかし洋子は俺の事を好いてくれている。いや、愛してくれているだろう。俺にはそれが分かっている。だから・・だから見た夢なのか・・・・。
が、しかし、しかしである。「心に素直な投影」なのであれば

何故・・・・でも何故、洋子が巨大になる必要があるのだろうか・・・・。
それが・・・潜在的に潜む俺の嗜好なのか・・・・。
そうこう考えている時、突然
「ごごごごーーーーーーー、どどどどどどーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーん！！」

これまで自分が生きてきた中で、過去体験した事がないほどに桁外れで強大な揺れ。それと耳を覆いたくなる程に劈く轟音と衝撃が、まだ覚めやらぬ俺を突然襲ってきた。
その次の瞬間、余りの衝撃を浴びた俺の体は宙を舞った。

何がなんだか分からない力が、突然俺に襲って来た事・・・理解不能・・何？・・・・
とにかく、今自分は空を飛んでいた・・・・・
目に映る景色、それが何なのか。はたまたここが何処なのか。今の俺に、それらを明確に判断する余裕など・・・現時点・・・全くありえない！！！
目が覚め、と言うかそれから暫くすると・・・空中に放り投げられたのだ。この信じられない状況下、眼下に見える景色をメートル換算した場合、な、な、なんと、数十メートル、いや、100メートル以上は飛び上がっているとしか表現できない位置にいるみたい。
・・・確かに・・・今・・・空を飛んでいた。
し、しかし、ちょっと変。この景色。今までに、どこかで見たことがあるような・・・気がしてならない・・・。しかし・・・今は思い出せない。ここは・・・・・どこ・・だった・・か・な・・・・・・。で、でもそんな事どうでもいい。今、空を飛んでいる。それだけが確かな事実なのだ。
羽を持っていない俺が空を飛ぶと言う事は、最高地点に達したら、あとは落ちるしかないだろう。それも事実。それが世の慣わし。
・・・でもまてよ・・・・、そうかそうか、そうなのか！？これって、さっき見ていた夢の続きなんだよな・・・？！うん、やっぱり今も俺は夢を見ているんだ。だから今現実、空を飛んでいるような気がしているが、そんな事なんてありえない。やはりこれは夢の続きなんだ！！ 
そう思う強い信念がある自分ではあるが、どこかに疑心がある事も事実だった。

そして

ほっぺをつねる。

痛い。

・・・・・・・？

ど、どうも時の移り代わりとともに、最近の夢は痛覚を感じるみたいだ。勝手にそう決めつけ、そう思いこんでしまう俺。更にこんな状況なのに、色んな事を想像してしまう、ポジティブ思考な俺。
それは例えばだ。
夢の中で夢だと気づいた今の俺であれば、日本は当然として各国の報道関係者を待機させ、酸素ボンベなしに生まれたままの姿で数百メートルの深海に挑み何時間も潜る事が当然できる。そうして海上に出てきた時には、俺はみんなのヒーローさ。
更には、地球を襲うバルタン星人やキングギドラに立ち向かう地球のヒーローは自分の筈、いや、自分しかいないし、ウルトラマンは実の所、私でした（笑　

そして更に、更に話が飛躍したとして、ここで、むふふ～んで、ぽよよ～んで、びびび～～んてくる、超俺好みの巨大な女性があらわれ、隆ちゃん○○○しようか、なぁ～～んて事言われたとしても自由自在なのだ！！！！
えっ・・・・あっ、あれっ！やっぱり巨大な女性好きって、やはり俺の嗜好なのか？？
で、でも、そうこう考えれば全てのつじつまが合ってしまうし、さっきの夢も、今見ている夢も、そしてこれからも・・・・
むふふ。そうとわかれば話が早い。ここは、俺の、俺だけの妄想世界（ラッキー）。だから今空を飛んでいる感覚は、簡単に理論付けできるのだ。今ここで何をどのように考え、どんな行動を起こそうが・・むふふ・・・むふふふふ・・・・なのだ。
しかし、つねったほっぺは痛かった。
と、そうこう考えていると、目の前を動いていた景色が一時静止した。
？？

その後、緩やかに落ちて行く感覚。

？？

段々とスピードに拍車がかかり、更なる下降。

もしかして、パラシュートを忘れたスカイダイビングがこんな感覚なのか、とふと思ってしまう。が、でもそんな事、今はどうでもいい。これは夢の筈なのだが、落ちる感覚はとても怖さを感じてしまう。いや本当に怖い。このままでは、確実に地面に叩きつけられてしまう。
えっ！
わーー！！
も、もう地面が目の前に！！！！
「わーーーーっ、・・・わーーーーーーーーーーーーーー！！！！！！！」
地面に叩きつけられ、ぐちゃぐちゃになってしまう俺！！！！！！
・・・が、なんと、地面がゆっくりと受け止め包み込んでくれた。それは体感的に言って、とても気持ちの良い着地だったのだ。勿論怪我の一つもない。
・・・良かった。ほんとうに良かった。
・・・安堵と共に目頭が熱くなった。

もう完全に安堵感で一杯になっている。
・・・でもまてよ・・・・・昨日は確か・・・俺は洋子のマンションに泊まった筈・・・
・・・それから眠りについて・・・
いくら考えてもそれしか思い浮かんでこない・・・
・・・暫らくして辺りを見回す・・・
目の前には、これまで見た事もない程に巨大な空間が存在している事も事実。
しかしいくら見渡しても、何かが変だ。
どこかおかしい。

かなり高い位置にあるであろう空、その場所が家の中にある天井の景観に似て見える。

左右を見渡し、遠くに映る景色を見ても、とても自然界にある景色とは全く異なり、それはある部屋の一室が、まるで巨大化されたようにしか見えない。
そして更に良く見ると
そこに何かとてつもなく大きなものが延々と左右に続いていた。
空を飛んでいた時は、視界には入っていなかった。状況的に、精神的に全くの余裕が無かったので見えていなかった巨大な物。

そこには、何か柔らかそうな巨大な布のような物が掛かっているように見えるが、それにしても余りに巨大だ。
そして、その右側には、何か肌色をした巨大なものが顔を覗かせている。
ん？？？？？・・・な、なんだ、あの肌色は・・・？？ま、まるで、人の足の指先のように見える、が・・・ま、まさか・・・しかしそうであれば余りにも巨大すぎる・・・
あの大きさからすれば、指先と見えている1本だけでも、俺のからだよりも遥かに大きい。
先程のダイブ。その前に見た夢。そして今、目の前に展開している、想像を絶する景観。

夢・・・現実・・・ここは何処・・・私はだぁれ・・・俺の思考は常に混乱を余儀なくされる状況。
すると突如、俺からすれば５０メートル程前方に聳えていた、その足指先とも思える巨大な物が、ゴーーーーと言う桁外れな轟音と振動と共に、猛烈なスピードでこちらに接近してきだした。

「わーー、わーーーー、わーーーーーーーー！！」

余りにも突然で、尚且つ猛烈なスピードで突進してくるその巨大さに、俺は逃げる事もできない。その場でそう雄叫びを発し硬直する事しかできなかった。しかしその巨大な物は、確実に俺の方へと突進してきている。
「来る、来たーーーーーーー！！わーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー！！」

その巨大な物は、激しい轟音と振動と共に俺の目の前僅か２メートル先をかすめ、通り過ぎて行った。その時俺は、超超超巨大な数十台のダンプカーが、俺のみを目掛け突進してくるかのような、、、い、いいや、なんなもんじゃない。それ以上の恐怖だった。
それは死を覚悟せざるを得ない程の、巨大なモンスターだったのだ。

するとその後すぐ、とてつもない揺れが俺の体を襲った！！
俺が立っている地面（柔らかい）？？が不規則な揺れとともに動き出す感覚。と言うよりも、立っている事なんて到底不可能な、想像を絶するような爆揺れが連続して起こった！！
余りにも怖い。過去経験した事がない揺れが来た。亀のように両膝、両腕をしっかり地面につけて踏ん張るしかなかった。しゃれにならない。死の予感しか感じられない！！

しかし
その後揺れは静かに収まっていった。

よかった。本当によかった。

だんだんと、それはだんだんと

ただただ、本当にただただ安堵の気持ちだけが満ち溢れていた。

しかしそれは、とてつもない現状の予兆にしか過ぎなかったのである。

ぼうとしながら見えた物、何が何だか分らない俺が次に目にした物。

それは遥か遥か、遙か上空に現れた巨大な顔？？だった。巨大な手が目を擦り、大きな大きな口が更に大きく開いていった。それは俺からすれば、あくびをする女性のような仕草に見えた。しかしその巨大な顔、どこかで見覚えのある顔・・・・・・。

ま、まてよ・・・洋子に似ている！！？？・・・・・えっ、で、でも余りにも巨大だ。巨大すぎる。そう思う間もなく、この空間を占領するような爆音が空から降ってきた。

「あれ～～、・・・隆司どこに行ったの」

遥か遥か、更に遙か上空にあるその巨大な顔は、いかにも眠そうな仕草でそう言い、キョロキョロしていた。

ほ、ほんとうに洋子なの？？・・・・・で、でも、何故そんなに巨大なの。こ、これはもしかして、夢なんかじゃ・・・・。えっ、で、でもまさか、こんな事が現実に・・・！！

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

「どうしたの洋子。目の横が紫の痣になってるじゃない。・・・それと口の横までも・・・・」
心配そうな表情で、そう話しかけてきたのは、親友の大峰万里子だった。
彼女とは、人間にとって多感な時代でもあり、成長してゆく時期でもある中学高校を同じ学校に通い、その時同じ空間でバカをやりあった親友。お互い通った大学こそ違えども、卒業、その後就職した今も尚、常に色んな事で連絡を取り合い会っている。
「えっ・・・う、うん・・・・」

その問いに対し、少し俯きがちな態度しかとれていない私は小笠原洋子。しかし長年の付き合いとは素晴らしい物で、今の私がどのような状況なのかを、彼女は瞬時に察知してくれていた。
「は、は～～ん。その痣の原因は・・・隆だね」

「えっ、・・・う、うん・・・」

「叩かれたの・・・？」
「・・・う、・・うん・・・」

「じゃぁどうして叩かれた・・・・・・いや・・・・それって、叩かれる原因は洋子の方にあったの・・・」

「・・・・いや・・・・私は・・・なにも・・・・」

「じゃあ原因は、隆にあるわけだね」

「・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・」

「ふ～～ん、・・・・・そんな隆の事、今でも好きなんだ・・・」
「・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・」

「あのね、なんにも言わないと、洋子が何考えてんのか分かんないよ・・・・・・」

「う、うん・・・・・・・」

＊＊＊＊＊＊＊＊

自分が今、隆に対しての思いがどうなのか余り良くわからない。その彼と付き合い始めて、もうかれこれ２年近くの時が経過している。
初めの頃は、彼の甘いマスクに惹かれ付き合い始めた。身長も１８０センチ以上あって、笑顔がとても可愛く、正直かっこ良いと思いウキウキしていた。こんな私で良いのかとさえ思っていた・・・・・。

しかし・・・「足フェチ」
彼と付き合い始め、初めて知った事。
それは
私の足指、足の裏を、いつも丁寧に舐める隆。それも美味しそうに。几帳面に。会社から帰ると、待ち構えたかのようにパンプスを丁寧に脱がすと、ストッキングも剥ぎ取り、私の足指に纏わりついてくる。
一日中が立ち仕事なので、私の足指は臭いはず。それと汚れているはず。だから、初めの頃は「汚いから、そんな所舐めないで」って思っていた。
でも私の足を舐めている隆の顔、特に表情が好きだった。犬のように足指にむしゃぶりつく姿は可愛く思え、どこか征服感、それと支配感まで感じられてしまう。更にそれらと相俟って、肉体的にも気持ち良く感じてきていた。

自分で言うのもおかしいが、確かに綺麗と思う私の素足。指が長く、手よりも色が白いかも。全ての爪が縦長に伸びて、見方によってはまるで手の爪のように見える。それと手の爪もピンク色をしていて、足の爪も同じ色かも。
「俺・・・変態かもしれないが・・・洋子の素足が好きなんだ・・・」
その言葉を初めて聞いた時、正直ちょっとビックリした。でも私は隆の事が好きだったし、自分の素足も好きなので、その時は何も違和感は持たなかった。
でもそれから・・・

もしかして隆は・・・私のことより・・・・素足のほうが・・・・・・。
付き合い始め、海へ山へと行った楽しかったあの頃・・・・・。

私はできもしない料理に挑戦して、
砂糖が入りすぎて、やたら甘いだけになってしまった名古屋コーチン卵使用の卵焼。
それと

塩コショウの味付け、それだけの方が良かったかもしれないのに、ケチャップ、それとマヨネーズまで使ってしまい、更には焼きすぎで焦げてしまい硬くなってしまった、Ａ５ランクの神戸黒毛和牛。
更に

炊飯器で炊けば良かったのに、直火に鍋で炊き、水分量まで間違えて、べちゃべちゃになってしまった、新潟産こしひかり。
それらを全部詰めて作った、お弁当。

あまり、美味しいとは感じられないであろう、お弁当。

でもそれらをニコリと笑い「美味しいよ」って言ってくれた隆。

それが、私に対する優しさだと思っていた。それが愛だと信じていた。

しかし

それは

それが

変わる事があった。

それが変わったのが

付き合い始めて半年を過ぎた頃、自体が一変していった。

何か、事あるごとの解決策が暴力だった。平手ではない。グーで殴ってくる。
痛い。
目つきが違ってきた。
怖い。
月日の経過とは蓄積であり、良くも悪くも必要であろうとなかろうと、それぞれの状況に応じて変化して行く。
気持ち、感情、・・・力・・・それと愛・・・・・・それら全てが心の動きであり、自分の中での集大成であろう。
それ故

愛が違う感情へと擦れ変わり、別離を感じつつ付き合ってきたこれまでの２年間。私の足指を咥えている時の隆は、とても可愛く感じられ、愛おしいとさえ思えていた。それ故、安堵から嫌悪へと変わってきた自分の気持ちを、情けないとさえ感じてしまう事があった。
人とは、多元的な表情、感情を持つ動物だ。同じ空間を同時に過ごした場合、何かあれば力の無いほうが、精神的にも屈服してしまう事がある。あの力の差さえなければ、いや、自分の方が優っていれば、いつまでも愛おしく感じていられるのに・・・・。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

「うふふふ、・・・洋子、これ何だと思う」
コカコーラの瓶を、1/6くらいに縮小したくらいの茶色の小瓶を手に持つ万理子は、いかにも嬉しそうな表情で、それを突然差し出してきた。
「えっ、それって・・・・小瓶でしょう」

屈託のない笑顔の洋子である。

「あ、あのねぇ洋子、確かにこれは小瓶だよ。そんなもん一目瞭然じゃないの。・・・私が今質問しているのは、この小瓶の中身のことだよ。この小瓶の中に何が入っているかってこと。・・・うふ」
どこか薄笑みを浮かべながら、勝ち誇ったような態度の万里子だった。しかしそれがどこから来ているのか理解しがたい洋子なのだ。瓶の口あたりを摘み揺する中身、それが液状のものだと見て取れる。しかしそれが何であるか、洋子には難解この上なかった。
それが何故かと言うと、過去にも万里子が持ってきたものは、奇想天外な物ばかりだったのだ。
ここだけの話し、実の所万里子の父親は、自称、いや通称発明家、らしい・・・のだ。
たとえば数ある中から例をあげたとしたら
扉を開けるだけで、どこでも好きな場所に行ける筈なのだが、若い女性が入浴中のお風呂場にしか行けない、そこだけドア！！　　＜　えっ！！これ最高にいいじゃん＾＾
更には
竹とんぼのような形で、頭に装着するだけで自由に空を飛び回れる筈なのだが、行為を抱いている相手のもとに飛ばされてしまう、スキコプター！！　＜　う～～む
最後は

照射すると、衣服のみが無くなってしまい丸裸にされてしまう（女性のみ）、こまったライト（嬉しいかもしれない）と、困惑される物ばかりだったのだ。　＜　いやいやいやいや、困らないかも＾＾
だからこれまでの事を考えると洋子にとって、その中身の判別を非常に難解なものにしていた。
それと、余り考えたくなかったのが事実なのかもしれない。
「ご、ごめん万里子。・・・私ね、万里子のお父さんの発明は、とても素晴らしい物ばかりだと思うの。だから・・・だから、その・・・うん・・・その小瓶の中身が何なのか、非凡な私には理解できないの・・・」
「うふっ、洋子・・・」どこかを見据え、勝ち誇ったかのような笑顔の万里子。
「洋子が今考えている事、私には手に取るようにわかるわよ。父の、これまでの発明の事を考えていたでしょう。・・・・・確かにこれまでの事を考えると、とんでもない物ばっかりだったよね。だから、そう考える方が普通だと思うよ。
・・・でもねぇ、この度はどうも今までの物とは、全く違うみたい」
「・・・・・・・・・・・・・・・・・」
洋子の目をしっかりと見据え、自身に満ち話をする万里子。そして一呼吸おくと、
「実はね、お父さんと一緒に研究を進めている国武叔父さんが家に来ていて、偶然に聞いた話しなの。それってね、どんな話だと思う。聞けば超ビックリもんよ。このビンの中身はね、うふふっ、縮小薬なのよ」
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

「大峰、こ、これは凄いぞ。未だ嘗て、人類が想像しえない世界に到達だ。・・・・ノーベル賞、いやいや、それ以上の革命的な発明が、今誕生だ」

「あ、ああ・・・まだ人体実験こそできていないが、ラットや猿がこのとおりだ。分量の加減によって３センチに縮んだラットよりも、猿が遙かに小さくなった・・・これを人類に活用することができれば、食糧危機、温暖化、今の地球全体を救う事ができる大発明だ・・・・・国武、確かにおまえの言う通りだ」

「ああ、・・・まず人間を1/100若しくは1/1000に縮小し、それに見合う都市を作りそこで生活をして貰う。例えばだ1/1000に縮小した場合、たった六畳の部屋には数千人、いや数万人、いやもっと沢山の人が生活できる事になる筈だ。

そうやって沢山の街を作っていけば、狭い日本も広大な土地が余る事になる。そうなればだ、酸素や食物の供給が革新的に飛躍する事になる・・・・」

「ああ確かにそうだ。広大な土地。淀みのない空気。遙かなる自然。それに1000倍もある資源、それらが全て手に入る。人類の未来は永遠だ」
「凄いぞ、、、、、凄いことになるぞ」

歓喜し、興奮しあい実験の結果を喜び称えあう二人。その時
明るい未来、薔薇色の夜明け、しか見えていない二人だった。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
「えっ、・・・・もう万里子ったら冗談がきついんだから」
「あのねぇ、冗談なんかじゃないんだって、本当に・・・・・・・あっ・・・そうだそうだ。いいもの見せてあげるよ。これ見たら、本当に超ビックリもんだよ。
これを見ると、「え”え”え”」って言葉しか出ないよ」

そう言うと、真理子は自分のお気に入りである、プラダのバックに手を伸ばしていた。なにやらその中身を物色しているようだった。「ふふ」その笑顔とともに、中から小さな箱のような物を取り出し、左の手のひらの上に置くと、洋子の目の前へゆっくりと翳して行った。
しかし目の前にある物は、何の変哲もないただの小さな箱。サイズにすれば高さ５センチ、それに縦横１０センチ四方の、どこでもありそうな小さな普通の箱。この箱に、いったい何を感じろと言うのだろうか・・・
「その箱を手に持って、開けて中を見てごらんよ」
笑みを浮かべ、何か私を試すような目つき。それと、どこか余裕さえ感じる。
真理子の策略さえも感じてしまう。
・・・も、もしかして、その箱を開けたら、ぼよよ～んって何か飛び出してくる、ビックリ箱のような仕掛けがしてあったら・・・・。
はたまた彼女の父の誤作品で、箱を開けると煙が出てきて、女ばん「浦島太郎」になるのでは・・・・。

更には開けると私の苦手なナメクジが入っているかも・・・・・・・・。
完全に躊躇し、その箱を手にしたまではいいが、色んな考えが錯綜してしまった。
すると、

「開けてごらんよ。何も心配することはないから。・・・それよりも、今の洋子にとって、これは朗報と感じる物だよ、間違い無く。・・・洋子にとっての明るい未来、薔薇色の夜明けを感じてくれる筈だよ・・・・」
その時
違っていた。
その言葉を喋った真理子は。
さっきまでしゃべっていた時の眼つき、口調、表情、全てが違っていた。
どこか母性までを感じさせ、優しさに包まれている雰囲気さえ漂っていた。それがどこから来ているのか、自分にもわからない。
しかし開けて見た方が、良いのだろうと・・・・・・
だから、手に持つ小さな箱をゆっくりと開ける
「え“・・・・・・・・・・・・・・・・・！！」

その時その言葉しか出なかった。
正直本当にビックリした。
なんと

その中には小さな小さな犬が一匹いたのだ。
それはチワワとかの小型犬ではない。雑種かもしれないが、大型犬の種類だろう。
でも確かに動いている。吠えている。尻尾も振っている。機械的な動きではない。
それは明らかに、生きている動物の動きをしていた。

それが、6センチくらいしかない、ミニチュワサイズだったのだ。
「ふふ、どう・・・・ビックリしたでしょう」

「・・・・・・・・・・・・・・・・・・・」
「うふ、言葉もでないみたいね。でも私の言った事、納得できたでしょう・・・・」

その言葉すら、今は、耳に届かない程の興奮状態が続いていた。及びもしない現実が、架空の存在と同居している。常識を、根底から覆されていた・・・・・・・
私は何も考える余裕などなく、小さな犬を左の手のひらの上に移していた。するとどうだろう。その小さな生き物が、私の手のひらの上を動き回る。はしゃぎまわる。楽しそうに、嬉しそうに・・・
可愛いい。とても可愛いい。
犬は飼い主に従順だ。
恐らく普通サイズのこの犬でも、やはり可愛いいと感じていただろう。でも咬まれるかもしれない。飛びかかられるかもしれない。自分の力では、押さえきる事ができないかもしれない。
そう考えると、可愛さの次元がまったく違ってしまう。
もし、これが・・・・人間だったら・・・・もし、これが・・・・・・・・・・

「洋子。洋子ったら。そんなに握り締めたら死んじゃうよ」
「えっ、あ、ああ・・・
あ、あのね万里子・・・・・この薬・・・少しでいいから・・・・・」
欲しいという言葉が言えなかった。
今、自分の中で揺らめいていた思いを、万里子には悟られたくなかった。余りにも身勝手で、貪欲な思惑だ。目を合わすこともできず俯いてしまう。
すると

「洋子。この薬はね洋子にあげるよ。だって、そのために持ってきたんだもん」

「えっ、そ、それって・・・・」

「うふ、だからさっきも言ったでしょう。洋子にとって、明るい未来、薔薇色の夜明けを感じる物だって・・・・」

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
「な、なんだよ。俺の顔に何か付いてるのか」

「えっ、いや、・・・何も付いていないよ」

「なんだよなんだよ。真剣な顔して見てるから、何かあるのかと思ちゃうよ。

・・あ～～、あ～～～、なんだか急に眠くなってきちゃった。あああ、どうしたんだろう。本当に眠く・・・なっ・・て・・・き・・た・・・・・・」

万里子に貰った薬、隆が飲んでいるビールに入れた。
ちょっと入りすぎたかな。あのビンの1/5くらい入っちゃったから。その時とても不安だったから、隆の顔ずーと見ていた。

でも・・・・・・・・何も変化が起こらなかった。

それっきり眠ってしまった隆。

しかし副作用とかが本当に不安だったから、暫らくの間眠る顔を見ていた。
ちゃんと呼吸もしていたし、何の変化も感じられない。それを見ながら、期待を裏切られた失望感と、なにもなかった安堵感が混在していた。しかし、まあ、これで良かったのだろう・・・・それから急に睡魔に襲われ、眠ってしまった・・・・・みたい。

· ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
目が覚めた。眠い。ふと時計を見ると、夜中の３時半。電気が付けっぱなしである。それにエアコンまでも。大きなあくびをしながら、辺りを窺う。あれ、隆がいない。どこへ行ったんだろう。トイレかな。
でも

こんな時間にどこへ行ったんだろう。トイレでもシャワーでもないみたい。帰った・・・・まさか。
ん？？
・・・・どこからか小さな声が聞こえてくるような・・・。それも私の名前を呼んでいるような・・・。でもとても小さな声。えっ、、、、白いシーツの上に何か小さな虫のような物が動いている。それも数センチ程度の小さな物が・・・。顔を近づけ目を凝らす。虫じゃない。小さな人の形・・・・・えっ、ま、まさか・・・・隆・・・・・
これまでに受けた、数々の暴力。
それに伴うこれまでの恐怖。
手のひらの上ではしゃぎまわっていた可愛いい小さな犬。

それと
これからは変わってしまうであろう圧倒的な力関係。

・・・・揺れ動く私の心・・・・

にこりと微笑む私は、小さな小さな隆を見つめていた。

つづく
